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『田舎力 ヒト・夢・カ
ネが集まる5つの法則』
なと、多数。

地
域
で
は
い
ま
、
「
食
」
を
通

じ
た
取
り
組
み
が
活
発
に
な
っ

て
い
る
。
著
者
は
こ
れ
を
「
か

っ
こ
い
い
田
舎
」
と
表
現
し

て
、
各
地
の
事
例
を
追
っ
て
い

く
。
副
題
は
「
ト
ー
タ
ル
マ
、
不

ジ
メ
ン
ト
が
田
舎
を
変
え

る
!
」
。
驚
く
の
は
そ
の
取
材
力
で
、

3
年
か
け
て
歩
い
た
圏
内
包
カ

所
、
海
外
4
カ
所
か
ら
リ
ポ
ー

ト
す
る
。
テ
ー
マ
を
①
輝
く
女

性
②
農
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
③
地
域

の
財
産
④
商
品
の
オ
リ
ジ
ナ
ル

ス
ト
ー
リ
ー
⑤
町
づ
く
り
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
⑥
H

地
産
外
商
μ

ー
ー
の
6
つ
に
区
分
。
農
家
や

関
係
者
が
関
心
を
寄
せ
る
内
容

を
次
々
に
紹
介
し
て
い
く
。

著
者
が
各
地
の
現
場
を
み
て

考
え
た
と
と
は
、
「
プ
ロ
デ
ュ

ー
ス
の
善
し
あ
し
が
、
人
と
地

域
を
元
気
に
す
る
」
。
関
係
者

に
と
っ
て
は
、
十
分
参
考
に
な

る
言
葉
だ
。

例
え
ば
、
山
形
県
で
は

2
0

0
5年
に
始
ま
っ
た
「
食
の
甲

営
農
生
活
部
竹
村

晃

東
日
本
大
震
災
に
よ
る
農
業

へ
の
打
撃
、
世
界
的
な
穀
物
高

騰
な
ど
、
日
本
の
食
料
確
保
は

ま
さ
に
H

内
憂
外
患
μ
。
今
後

の
食
料
の
安
定
確
保
へ
向
け
、

幅
広
い
視
点
か
ら
問
題
を
解
き

ほ
ぐ
す
。

大
震
災
で
津
波
に
よ
る
冠
水

面
積
(
推
計
)
は

2
万
3
6
0

0
訟
で
、
こ
の
う
ち
水
田
は
2

万
か
。
全
国
収
量
の

1
物
強
に

相
当
す
る
日
万
J
が
打
撃
を
受

け
た
。
さ
ら
に
原
発
事
故
が
追

1日(月曜日)

を追う「かっこいい田舎」
子
園
」
を
取
り
上
げ
る
D

高
校

生
が
地
域
の
伝
統
野
菜
は
も
ち

ろ
ん
、
歴
史
、
文
化
、
栽
培
法

な
ど
を
調
べ
て
、
料
理
に
反
映

さ
せ
る
。
コ
ジ
テ
ス
ト
は
、
す

で
に
全
国
的
に
も
有
名
に
な
っ

て
い
る
。

こ
の
他
、
コ
ウ
ノ
ト
リ
の
生

態
な
ど
を
中
心
と
し
た
兵
庫
県

豊
岡
市
で
の
環
境
教
育
と
ス
ロ

ー
プ

l
ド
運
動
、
大
分
県

安
心
院
町
で
の
農
家
民
泊
な
ど

も
紹
介
す
る
。

海
外
の
事
例
と
し
て
、
フ
ラ

ン
ス
で
の

「
昧
賞
授
業
」
を
紹

介
す
る
。
化
学
肥
料
や
農
薬
を

大
量
に
使
っ
て
環
境
破
壊
を
招

い
た
こ
と
を
反
省
し
て
、
子
ど

も
を
対
象
に
本
物
の
昧
を
教
え

る
。
ま
た
、
酪
農
家
に
よ
る
農

業
体
験
だ
け
で
も

1
4
0
0カ

所
あ
る
と
一
言
う
。

地
域
活
性
化
は
さ
ま
ざ
ま
な

手
法
が
あ
る
。
だ
が
「
食
」
は

ま
さ
に
キ
ー
ワ
ー
ド
。
各
地
の

事
例
を
見
る
と
、
し
っ
か
り
し

た
目
標
、
あ
ふ
れ
る
情
熱
が
見

え
て
く
る
。
読
み
終
え
る
と
、

地
域
活
性
化
へ
向
け
た
元
気
が

湧
い
て
く
る
。

世
界
の
食
料
は
、
今
年
に
入

る
と
穀
物
だ
け
で
は
な
く
コ
ー

ヒ
ー
、
砂
糖
、
カ
カ
オ
豆
な
ど

が
上
昇
す
る
。
農
林
水
産
政
策

研
究
明
述
、
日
平
後

D
大一ヨ、

は
2
割
強
(
実
質
)
上
昇
す
る

と
見
通
し
て
い
る
。

国
際
的
な
穀
物
高
騰
の
背
景

に
は
、
ロ
シ
ア
な
ど
の
異
常
気

象
、
ォ
l
ス
ト
ラ
J
7
で
D
佳代

機
マ
ネ
l
説
を
挙
げ
る
。

一
方
、
消
費
面
で
は
新
興
国

の
消
費
が
増
加
す
る
。
大
豆
の

買
い
付
け
で
は
、
日
本
と
中
国

が
競
合
し
、
中
国
が
存
在
感
を

増
し
て
い
る
。

深
刻
な
食
料
難
を
避
け
る
た

め
に
も
、
日
本
も
国
家
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
と
し
て
食
料
戦
略
を
打

ち
立
て
る
必
要
性
を
挙
げ
る
。

著
者
は
丸
紅
経
済
研
究
所
代

表。
「一有
川
ヨ
ヨ
コ
好
雲
、
ヨ
ヨ

柴田 明夫・著

宏典・編集代表

技
術
革
新
(
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
)
を
農
業
分
野
に
も
積
極
的

に
取
り
入
れ
、
経
営
を
発
展
さ

せ
る
意
義
と
事
例
を
教
え
る
。

指
摘
す
る
技
術
革
新
と
は
、

常
に
経
営
内
部
に
戦
略
と
し
て

打
ち
立
て
、
採
択
か
ら
結
果
ま

で
の
全
行
程
を
管
理
す
る
こ

と
。
ひ
と
つ
の
生
産
技
術
を
導

入
し
て
、
結
果
だ
け
を
評
価
す

る
の
と
は
意
味
が
違
う
。

事
例
は
全
部
で
目
。
北
海
道

の
土
壌
研
究
会

(
S
R
U
)
は、
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八木善和・著

ユ
ネ
ス
コ
の
世
界
遺
産
登
録

が
決
ま
っ
た
「
小
笠
原
諸
島
」

(
東
京
都
)
の
成
り
立
ち
、
自

然
生
態
系
な
ど
を
ま
と
め
る
。

一
般
向
け
科
学
書
D

島
が
誕
生
し
た
の
は
1
5
0

0
万
年
前
。
さ
ま
ざ
ま
な
生
物

が
海
を
越
え
て
島
に
到
着
し
、

生
物
は
独
自
の
進
化
を
展
開
し

た
。
現
在
で
は
「
東
洋
の
ガ
ラ

パ
ゴ
ス
」
と
も
呼
ば
れ
て
い

る
。
島
を
代
表
す
る
固
有
種

円 態もけも日め長科が葉ピ 見鳥オは
)♀系前て、本に距)欠樹ス植ちのオ、
援をかい東本な離だけはカ物Iれメコ暗

j青水

飯
田

イ
ノ
シ
シ
、
鹿
、
川

静
岡
県
浜
松
市
の
猟

邦
雄
民
の
、
生
き
物

る
巧
み
な
技
と
自
然

鋭
の
ノ
ン
フ
ィ
ク
わ

が
伝
え
る
。

イ
ノ
シ
シ
の
捕


